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いる不定名詞句 unNの性質と中性代名詞 caの機能を批判的に再検討しながら、く unN， ca+ SV>におけ







































詩句 unNを中性代名詞 caで受け直す総称文が論じられて、用意周到に第 3章が組み立てられていたことに
気がつくのである。本論文の最も優れた独自の主張は、第4章から第 6章にある。第4章・第 5章では、照
応詞としての caが、発話者が先行詞の内容を受け直す際に、すでに主観的に定義された内容を差し戻す効
果をもっとともに、新たな述定により定義をし直すという、ダイナミックなプロセスを記述することに成功
した。さらに第6章では、会話における棺手の発言内容を受ける leとcaの振る舞いの相違を記述し、 caの
もつ再定義機能という機能をより明確に論じたものであり、記述的にも理論的にも高く評価liできるものであ
る。
ただし本論文では指示代名詞 caの独自の解釈を提案し、記述することに成功しているとはいえ、フラン
ス語の caの用法が持つ豊かな意味の世界を広く視野に入れた研究までには至っていなし、。さらに広範留に
わたって caの用法を調査し、その統語的特徴の差異による分類を行えば新たな知見が生まれると予想され
る。また不定名認句総称文における caの理論的考察はやや牽強付会といわざるをなし=。記述と理論におい
てさらなる深まりを期待するところである。しかしながら、このような批判は本論文の価値を損なうもので
はなく、本論文がフランス語の照応、形式に関して新たな言語事象を発見し、実例の観察を重ねながら独自の
解釈を提案したことは、日本のフランス語学研究に新たな貢献をしたものとして高く評価されるものであり、
今後の発展に期待を寄せるところである。
よって、著者は博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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